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学校教育目標 「郷土を愛し 心豊かで たくましく生きる子」

東近江市立能登川西小学校
学校だより №１４

平成29年(2017年)2月1日(水)

大雪への対応
ご理解ご協力ありがとうございました。

先週は思いがけない大雪で２日間臨時休校にしました。特に、２日目
については、一旦「通常通りの登校」と連絡させていただきましたが、
その後の降雪状態、天気予報、通学路の積雪状況から安全な登下校の確
保が難しいと判断し、「臨時休校」の措置をとりました。午後７時半と
いう遅い時刻のお知らせでしたので、保護者の皆様にはご迷惑をおかけしたことと思います。
しかし、そのお陰で２６日には前日よりは歩きやすい道路の状態で子どもたちが登校すること
ができました。急な対応をご理解いただき、また雪道の登校の見守りにご協力いただき、本当
にありがとうございました。

“繰り返し”と“積み重ね”を大事にして学年末へ…
子どもたちが成長するためには“繰り返し”と“積み重ね”が大事だということを、７月の

学校だよりでもお伝えしました。今年度も残り２ヶ月。１年間のまとめをし、進学進級に向け
ての準備をする時期となりました。「２月は逃げる」と言われるように、気がつくともうゴー
ルは目の前となってしまいます。１日１日を大切に、これまでの学習や生活を振り返りながら、
“繰り返し”と“積み重ね”で確かな力と自信をつけて次学年に向かえるよう指導・支援して
いきます。
１０日(金)に今年度最後の学習参観を行います。是非ともご参観いただき、この１年間でで

きるようになったことを親子で振り返る機会にしていただけたらと思います。保護者の方の温
かいまなざしが、子どもたちの一番の励ましになります。

『百人一首』の暗唱にチャレンジしています。
学力向上の取組として、１学期と２学期は詩の暗唱を行いました。３学期は昨年度に続き、

百人一首の暗唱に取り組んでいます。百人一首は、小学生にとっては読み方も意味も難しいも
のですが、「意味もわからずに暗唱した百人一首は、後に教養や知性の骨格になる」と、最近
では多くの学校でこの百人一首の暗唱を取り入れています。乳幼児は意味も分からないのに言
葉を丸ごと真似しているうちに、パターンを認識して自然に意味が分かった言葉を使いこなす
ようになります。これと同じように、百人一首の暗唱でも、意味の理解を早急に求めるのでは
なく、日本語の美しい言葉そのものを繰り返し心に刻みつけてこそ、心の底に深く根ざした真
に生きた言葉として育っていくものです。これこそが本物の力です。歴史的に見ても、素読（＝
音読を繰り返すこと）・暗唱の教育の中から優秀な人物が多数育っています。たとえば、明治
のころに個性あふれる英雄・偉人たちが多数出現しましたが、これは江戸時代後期の寺子屋や
藩校で盛んに行われた論語などの漢文の素読・暗唱の教育の成果であると考えられています。
この素読・暗唱の教育は記憶力だけではなく創造力も高めると言われ、最近の脳科学、学習科

学、右脳教育などからも評価されているとのことです。
１月１６日から始めた百人一首の暗唱は、５首ずつ覚えて校長室に言い

に来ることにしています。すでに、全校児童の半分以上の子どもたちが初
めの５首の暗唱に合格しました。１５首、２０首…と挑戦している子もい
ます。「百首全部挑戦したい。」などと意欲的な子どもたちもたくさんい
るので、もうしばらく続けていきます。ご家庭でも話題にし、励ましの声
かけをしていただけると嬉しいです。

平成２９年度の児童数・学級数についてお知らせします。

＊入学児童は３４名の予定です。全校児童は１９５名で、今年度より７名少なくなります。

＊新４年生は、これまで２学級でしたが、国の法律と県の条例（１・２・３年は３５人学級、
４・５・６年は４０人学級）により、１学級となります。

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 たんぽぽ ひまわり 合計

児童数 ３４ ２９ ３３ ３９ ２８ ２８ ２ ２ １９５

学級数 １ １ １ １ １ １ １ １ ８



                                   

 

 

 

【昔のくらし体験】 
３年生児童が能登川博物館に出かけ、炭アイロンが

け、石臼できなこづくり、あんどんや裸電球など、昔の

くらしを体験をしました。 

 

【ブラッシング指導】  

 歯科衛生士さんに来ていただき、歯ブラシを上

手に使ってきれいに歯を磨く方法を教わりまし

た。 

 

【5年フローティングスクール】 
フローティングスクールでの避難訓練の様子です。八

日市西小、北小の人と一緒に活動しました。暴風雪警報

発令のため残念ながら宿泊体験はできませんでした。 

 
【１年たこあげ】 
生活科の学習で、手作りのたこを使って、昔からお正

月の代表的な遊びであるたこあげをしました。ほどよい

風があり、上手にあがって大満足の子どもたちでした。 

 
 

 


